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研究成果の概要（和文）：　大学における通常の講義・演習を対象に、多人数あるいは普通教室であっても簡便
にグループワークができるような教育用グループウェアOrchestratingBoardを開発した。これはWebアプリケー
ションであり、学生が各自の情報端末のブラウザーを用いて利用することを前提としている。主な機能は出席者
の情報を利用したリアルタイムなグループ編成と、グループ内の成果物の共有と意見の交流である。実際に４つ
の大学の６つの授業で実践評価を行い、300人規模の授業でも支障なく動作し、従来の授業では難しかった複雑
なグループ編成が可能になり，有効性に関する学生の主観評価も高いことを確認した。

研究成果の概要（英文）：The authors have developed an educational groupware OrchestratingBoard that 
enables group works in ordinary lectures and exercises at universities to be done easily even for 
massive students in a lecture hall. This is a Web application, and it is assumed that students 
access it through the browsers of their own information terminals. The main function is to organize 
groups on site according to the information of attendees, to share the outcomes within the group and
 exchange opinions. Practically evaluated in 6 lessons of 4 universities, it has revealed that it 
works well without any trouble even in a class of 300 students, complex group organization which was
 difficult with conventional classes becomes possible, subjective evaluation of the students on the 
effectiveness is also high.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、高等教育においてアクティブ・ラー
ニングへの関心が高まっている。アクティブ・
ラーニングとは、教員から学生へ一方向的に
講義を行うのではなく、学生がグループワー
クや議論やプレゼンテーションなどの能動的
活動を通して学習を行う教育形態である。そ
れに伴い、多くの高等教育機関において、図
書館や情報教室を、より柔軟な利用形態のと
れるラーニング・コモンズやラーニング・ス
タジオに改装する動きや、クリッカーなどの
双方向性 ICT ツールの導入が盛んである(山
内ほか 2010)。これらがアクティブ・ラーニン
グの推進に有効であることに疑いはないが、
反面、アクティブ・ラーニングはそのような
特別な学習環境でなければ実施できないとい
う誤った認識を植え付ける可能性があり、諸
刃の剣といえる。学生が大学教育という文脈
の中で主体的で能動的な知的活動を行う機会
は、決して特殊な学習環境で行われるプロジ
ェクト型学習や「アクティブ・ラーニング」を
標榜する特別な授業だけではなく、あらゆる
教育場面において拡大・促進していくべきで
あると考える。 
この点において、筆者らは通常の大学授業
の中に簡便に取り入れられる類いのグループ
ワークに着目する。例えば、講義の前後に 10
分間程度の意見交換を行うという活動や、そ
こでまとめた意見を発表する活動、課題の解
決を協同で行う活動等である。これらの活動
は、講義を聴くだけの役割を超えて、自身の
意見を表出し、多様な考えをまとめあげ、発
表するといった役割を学生に付与するという
意味で、主体的な学習者として授業に関わる
契機となりうる。こうした機会が有効に機能
すれば、学生のモチベーションと学習効果を
高める効果が期待できる。 
こうしたグループワークはこれまでの大学
での一般的な授業スタイルに馴染みやすく、
実際、珍しいものではない。2012年の大学生
調査(ベネッセ総合教育研究所 2012)では、グ
ループワーク、ディスカッション、プレゼン
テーションなどの機会のある授業の実施状況
について５割以上が「よくあった」「ある程度
あった」と回答している。 
しかし、授業の参加者が多人数になればな
るほど、講師によるフォローが行き届きにく
くなるため、そうした授業内の活動で十分な
効果を上げることが難しくなる。例えば、授
業時間中のグループワークの成果は、その日
のうちにフィードバックすることが望ましい
が、グループ数が多いと成果の共有・収集に
時間をとられてしまって、なかなかその場で
フィードバックするまでには至らない。つま
り、通常授業でのグループワークをより効果
的・効率的に実施するためには、これらの問
題に対する支援が必要になる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学において大多数を占

める通常の講義・演習を対象に、多人数ある
いは普通教室であっても簡便にグループワー
クができるような教育用グループウェアを開
発することである。それにより、アクティブ・
ラーニングの導入を容易にする。 

 
３．研究の方法 
(1) 大学授業のグループワークの様態の調
査・分析 
様々な文献、実践報告書、シラバスな
どから、高等教育におけるグループワー
ク・協調学習・アクティブ・ラーニング
の事例を収集し、主に、どのようにグル
ープ分けをするか、どのような活動を行
うか、グループワークの結果をどのよう
に収集するか、学習の成果を学生にどの
ようにフィードバックするかという観点
で分類・整理した。 

(2) グループウェアの開発 
前項の分析結果をもとに、高等教育に
おけるアクティブ・ラーニングをなるべ
く広くカバーできるようなグループウェ
アの仕様を検討し、Webアプリケーショ
ン と し て 実 現 し た 。 名 称 は
OrchestratingBoard(以下、OBと省略す
る)とした。 

(3) 実践評価 
研究分担者の実施するアクティブ・ラ
ーニング型の授業で実際に OBを使用し
て授業を行い、不具合を洗い出し、改善
点を発見するとともに、利用のノウハウ
を蓄積した。 
それによって判明した不具合や改善点
を修正した後、さらに 300人規模の多人
数講義や協力を得られた他大学の授業で
も実践評価を行い、多人数での利用に耐
えうるか、グループ編成が実際に簡便に
行えるか、学生はどういう印象を持つか
などの点を検証した。 
 

４．研究成果 
(1) 大学授業のグループワークの様態の調
査・分析 
グループワークの事例を分析した結果、
グループ分けの方法として、学生に自主
的にグループ編成をさせる方法、何らか
の事前情報を用いて一定の基準で編成す
る方法、それ以前のグループ編成と同じ
にする方法、ジグソーメソッドがあれば
ほぼカバーできることが分かった。また、
遅刻者、早退者に柔軟に対応できること
も重要であることが分かった。 

(2) グループウェアの開発 
ほぼ全ての学生がスマートフォン・携
帯電話・ノート PC などの情報端末を保
有している現状を鑑み、学生が一人一台
情報端末を保有していることを前提とし
た。ただし、電池切れ等の一時的な理由
も含め，それらを利用できない学生がい
ることを踏まえ，教員が用意した端末や，



他の学生の端末で代理入力することで，
授業に過不足なく参加できることを考慮
して設計した． 

OB の主要な機能は次のとおりである。 
① 出席管理 
受講者登録 
・ 学生がその場で自分自身を受講者
登録する方法 

・ 教員があらかじめ受講者名簿を登
録しておく方法 

出席登録 
・ 学生が受講者名簿から自分の氏名
を選択する方法 

・ 学生が学籍番号と名前を入力する
方法 

・ 遅刻者処理。教師があらかじめ指定
した遅刻扱い開始時間以降または
教師画面の「現在から遅刻扱いを開
始する」を押した後の出席を遅刻と
して扱う方法 

・ 教師の手動による出席処理・早退処
理・出席取消処理 

② グループ編成 
・ グループの数を指定して出席者を
グループにランダムに振り分ける
方法 

・ 出席時の学習者へのアンケート結
果に基づいて一定の基準で自動的
にグループ編成を行う方法 

・ リーダーを決めておいて、そのリー
ダーのグループに合流する方法 

・ 学生が自分で自分自身を任意のグ
ループに登録する方法 

③ グループ管理 
・ 学生が自分自身で別のグループへ
の移動をする方法 

④ レポート提出 
・ レポート（写真などのファイル＋テ
キスト）を OBにアップロードする
ことによって提出する方法 

・ テキストメッセージを教師に送付
する方法 

⑤ レポートの提示 
・ 提出されたレポートの提出順一覧
表示 

・ 送られたテキストメッセージの送
付順一覧表示 

・ ピックアップしたレポートだけを
選択的に表示 

・ 選択したレポートの拡大表示、写真
の回転 

⑥ 学生間情報共有 
・ グループレポート。レポートをグル
ープ内で共有する方法（グループ外
の人も閲覧のみ可） 

・ 特定のグループに対してメッセー
ジを書く方法 

・ グループ内メモ。1 枚の文書に対し
てグループメンバーがテキストを
書き込む方法 

(3) 実践評価 
研究分担者が担当する講義で、実際に
数回にわたってグループワークを行い、
OB を用いてグループ編成やグループの
成果の収集などを行った。まず、OBで出
席登録をさせ、必ずグループに 1人は当
日の発表担当者を入れるなどの条件を設
定して自動的にグループ編成した。また、
各グループでの話し合いの議事メモをス
マートフォンで写真に撮り OBにアップ
ロードさせ、教員はそれをプロジェクタ
に投影しながら各グループの話し合いの
内容を発表させた。本実践の過程で、新
たな不具合や改善が必要な点を発見する
とともに、利用のノウハウを蓄積した。 
それらの不具合や改善点の修正を行っ
た後、別の大学（国立大学 2校、私立大
学２校）でも実践評価を実施した。本シ
ステムにおいては、当日の出席者に基づ
いてグループ編成をするため、事前に教
員がグループ編成をする準備の手間が省
け、当日に予期せぬ欠席者があることに
よってグループの再調整を行う必要がな
い。このことも含めて、実際にグループ
活動が従来よりも簡便に実施できること
が実証された。加えて、ある私立大学で
行った実践評価では、出席学生者数が
292 名いたが、特段の支障なくグループ
活動を実施でき、本科研で目的としてい
る多人数講義においても、本システムが
有効に動作する性能を有することが実証
された。また、学生に対するアンケート
から、有効性に対する学生の主観評価も
高いことが確認できた。 
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International Conference, HCII 2016, 
2016, 国際学会 

⑭ Kazaru Yaegashi, Daniel Trabucchi, 
Roberto Verganti, The Productisation of 
The Education Business: A Theoretical 
Framework, R&D Management 
Conference 2016, 2016, 国際学会 

⑮ 望月俊男, 加藤浩(8番目)ほか 6名, タン
ジブル人形劇による多声的視点転換の効
果, 日本教育工学会第 32 回全国大会, 
2016 

⑯ 西森年寿, 加藤浩, 八重樫文, 望月俊男, 
奥林泰一郎, 安藤拓生, 大学生のグルー
プ分けに対する意識調査, 日本教育工学
会第 32回全国大会, 2016 

⑰ 中村雅子, 西森年寿, 前迫孝憲, 学習者
の特性が協同学習中の発言行動に与える
影響の分析 , 日本教育工学会研究会 , 
2016 

⑱ Takuo Ando, Kazaru Yaegashi, The 
Ranges and Challenges for the Future 
of Design Management, The 16th 
EBES (Eurasia Business and 
Economics Society) Conference, 2015, 
国際学会 

⑲ Yumi Natsubori, Takeshi Kitazawa, 
Toshio Mochizuki ほ か 1 名 , 
Development of Functions of a Mind 
Map System that Prompts Learners to 
Refocus on Keywords Aside from the 
Discussion for a Long Time, E-Learn: 
World Conference on E-Learning in 
Corporate, Government, Healthcare, 
and Higher Education, 2015, 国際学会 

⑳ Takeshi Kitazawa, Toshio Mochizuki,  
Hiroshi Kato(5 番 目 ) ほ か 2 名 , 
Preparing Pre-Service Teachers for 
Practice Teaching: Digital Storytelling 
Using Cartoon-Based Imagination and 
Interventions in the LMS, Digital 
Storytelling Using Cartoon-Based 
Imagination and Interventions in the 
LMS, 2015, 国際学会 

21 益川弘如, 加藤浩(5番目)ほか 5人, 教育
の変革を導く研究とは？： 学習科学ハ
ンドブック・セカンドエディションから
考える, 日本教育工学会第 31 回全国大
会, 2015. 

22 加藤浩, 西森年寿, 八重樫文, 望月俊男, 
奥林泰一郎, 安藤拓生, 多人数講義にお
けるアクティブ・ラーニングを支援する
グループウェアの開発, 日本教育工学会
第 31回全国大会, 2015 

23 北澤武, 望月俊男, 加藤浩(5 番目)ほか２
名, イメージ化と LMS を利用した教育
実習の支援の効果, 日本教育情報学会第
31回年会, 2015 

24 夏堀有未, 北澤武, 望月俊男, 一定時間
が経過したキーワードに再注目させるマ
インドマップシステム「FReK」の評価 : 
創造性に対する認識に着目して, 日本教
育情報学会第 31回年会, 2015 

25 渡辺雄貴, 加藤浩(4番目)ほか 2名, 学生
の自己管理学習を支援する教学 IR 情報
提示システムの開発にむけて：可視化の
方法に関する一考察, 日本教育工学会研
究会, 2015 

26 望月俊男，結城菜摘, ナラティブアプロ
ーチによるプロジェクト学習の評価の試
み, 日本教育工学会研究会, 2015 

27 望月俊男ほか 4 名, ワークショップの企
画・実施を通したコミュニケーション教
育の実践, 第 21 回大学教育研究フォー
ラム, 2015 

28 Takeshi Matsuda, Hiroshi Kato(4番目)
ほか 2 名, Designing a Dashboard for 
Students in Japanese Universities, AIR 
Forum 2014, 2014, 国際学会 

29 Yoshiko Goda, Hiroshi Kato(4番目)ほか
4 名 , Learning Strategies and 
motivation among procrastinators of 
various English Proficiency levels, 2014 
EUROCALL Conference, 2014, 国際学
会 

30 Toshio Mochizuki, Takeshi Kitazawa, 
Digital Storytelling for Professional 
Socialization Through Cartooning 
Preservice Working Experience: A 
Case Study, ICCE2014, 2014, 国際学会 

31 Taiichiro Okubayashi ほ か 4 名 , 
Evaluation of Three-Site Multipoint 
Distance Learning using High-
Definition HyperMirror, ICCE2014, 
2014, 国際学会 



32 八重樫文, ラーニングコモンズの発展的
な活用, 平成 26 年度教育改革 ICT 戦略
大会, 2014, 招待講演 

33 望月俊男, 21 世紀型スキル 学びと評価
の新たなかたち 実際の教育実践の中で
どう取り組むか, 九州工業大学第 2 回 
MILAiS フォーラム, 2014, 招待講演 

34 望月俊男, 21世紀型スキルと ICTを活用
した協働学習 , New Education Expo 
2015 特別企画「全国縦断 教育の情報化
セミナー」, 2014, 招待講演 

35 益川弘如, 望月俊男ほか 3 名, 実践例か
ら考える 21 世紀型スキル－授業でどう
取り組むか , New Education Expo 
2014(東京会場), 2014, 招待講演 

36 益川弘如, 望月俊男ほか 4 名, 実践例か
ら考える 21 世紀型スキル－授業でどう
取り組むか , New Education Expo 
2014(大阪会場), 2014, 招待講演 

37 早川克美, 八重樫文ほか 3 名, ラーニン
グコモンズにおける大学生の学習実態に
ついての探索的研究, 日本教育工学会第
30回大会, 2014 

38 杉山いおり, 加藤浩(4番目)ほか 3名, 学
習ログ分析による企業内教育 eラーニン
グのドロップアウト者推定に向けて, 日
本教育工学会第 30回全国大会, 2014 

39 鈴木栄幸, 望月俊男(4番目), 加藤浩(5番
目)ほか 2名, 学習者らによるプロジェク
ト学習チーム編成の過程分析, 日本教育
工学会第 30回全国大会, 2014 

40 山田政寛, 加藤浩(5番目)ほか 4名, 講義
型授業における課題遂行先延ばし行動と
自己調整学習の関係性について, 日本教
育工学会第 30回全国大会, 2014 
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育成 in 富田英司, 田島充士 (著), 大学
教育―越境の説明をはぐくむ心理学 : 
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⑩ 鈴木真理子, 永田智子, 西森年寿, 望月
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